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◆トピックス～板が見られる 取引システム～ 

 

 

ベストレートの次のレートがいくらなのか、何ロットあるのかが一目でわかる、 

”板”をご覧いただけます。板は、表示/非表示が選べます。 

 
◆板の表示方法 

インターバンク・ダイレクト、取引通貨パネル内の取引通貨ペア名 をクリックすると 

板が表示されます。もう一度クリックすると隠します。 

       

 

☆全１２通貨ペア表示可能！！ 

 

クリック↓ 
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セクション 1 - はじめに  ログイン 

ソフトウェアをインストールし、デスクトップ上の をダブルクリックして起動します。下図の

ようなログイン用ダイアログボックスが表示されます。それぞれの項目に必要事項を入力して下さい。 

 

言語：日本語（日本） 

サーバー指定：インターバンク・ダイレクト用口座をお持ちの方「製品版」 

デモトレード用口座をお持ちの方「デモ環境」 

ユーザーID・パスワード：インターバンク・ダイレクト用口座またはデモトレード用口座をお申し込

み頂きますと、弊社からユーザーID とパスワードをお知らせします。こ

れらの認証情報を使用してログインしてください。 

プロキシー設定：設定不要です。 

 

※ユーザーID とパスワードでは、大文字と小文字が区別されます。 

※パスワードは8 文字以上で、アルファベットの大文字と数字両方を含んでいる必要があります。 

※ユーザーID とパスワードが届かない場合は、恐れ入りますが弊社カスタマーサポートまでご連絡くだ

さい。（お問い合わせ：フリーダイヤル0120-217-033 受付時間：平日9:00～18:00） 

システム動作環境 

インターバンク・ダイレクトを使用するためには、お客様のPC が以下の要件を満たしている必要があ

ります。下記の条件以外では、インストールが正常に行われない、ログイン後の画面が正しく表示され

ない等の不具合が生じる場合がございますのでご了承下さい。 

 

■ハードウェア: 

• 2.0 GHz P4 Intel プロセッサまたは同等品 

• 1GB of RAM 

• ハードディスクに100MB の空き容量が必要 

• 解像度が1,024 x 768 のカラーモニター（16 ビットビデオカード要） 

 

■ソフトウェア（OS）: 

• Microsoft Windows XP SP2 またはWindows Vista、Windows7(一部) 

 

■その他: 

• ブロードバンドインターネット接続環境（384Kbps 以上を推奨） 

※実際の処理能力は、表示している通貨パネルの数やマーケットのボラティリティなど、さまざまな

要因に左右されます。 

• ソフトウェアをインストールするためには、コンピューターの管理者（Administrator）であることが必

要です。（インストール後は、標準ユーザー（パワーユーザー：Power User）以上のグループである

必要があります。） 

 

http://www.gaitamefinest.com/common/sys_requirements.php
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セクション 2 - 基本的な取引 

ユーザーインタフェースの概要 

インターバンク・ダイレクトにログインすると、以下のような取引画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

以下のセクションでは、注文入力の手順について説明します。 

 

 

ニュース一覧 チャート 

ツールバー 取引通貨パネル 

 

（（ 

口座ステータスバー 口座情報 個別ニュース 
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取引できる注文の種類 

注文の種類はさまざまですが、インターバンク・ダイレクト では以下のような注文を行うことができます。 

・成行注文（MKT） 

・指値注文（LMT） 

・逆指値注文（STP） 

・トレイリング・ストップ注文 

・ OCO 注文 

・「If Done」注文（IFD） 

・「If Done OCO」注文（IFO） 

 

成行注文 

現在のレートで取引を実行したい場合は、取引通貨パネルから成行注文を出します。 

 

成行注文の入力 

使用するパネル 入力方法 

取引通貨パネル か 、または買値か売値のレートをクリックします。 

発注ダイアログボックス 数量: 数字を直接入力するか ボタンを使用して注文数量を指定します。 

 ボタンをクリックすると、注文が送信されます。 

             

          

・発注ダイアログボックスで、数量が表示されているワンクリック取引ボタン  

をクリックすれば、その数量の注文を即座に送信することができます。ワンクリック取引の数量は

「規定数量の設定」で調節できます。 

 

 

取引通貨パネル 
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指値注文（リミット注文） 

指定した価格で取引を実行したい場合は、取引通貨パネルから指値注文を出します。 

 

指値注文の入力 

使用するパネル 入力方法 

取引通貨パネル か 、または買値か売値のレートをクリックします。 

発注ダイアログボックス タブをクリックします。 

 
数量: 数字を直接入力するか ボタンを使用して注文数量を指定します。 

 
約定価格: 数字を直接入力するか ボタンを使用して、買い注文または売

り注文を出したい価格を指定します。 

 有効期限のタイプ： GTC、GTD、DAYから選択します。※9ﾍﾟｰｼﾞ参照 

 ボタンをクリックすると、注文が送信されます。 

             

           

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引通貨パネル 

有効期限のタイプ 

数量 

注文価格 
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※有効期限のタイプについて 

・GTC（Good Till Cancel :キャンセルするまで有効） 指定した価格で発注し、実行されるかユーザーが

キャンセルするまで処理待ち状態になる注文です。 

・GTD（Good Till Date：指定期日まで有効）指定日のニューヨーク時間午後5時（日本時間翌日午前6時

（米国冬時間午前7時））までに実行されなければ失効する注文です。 

・Day（Good Till Day：当日有効）当日のニューヨーク時間午後5 時（日本時間翌日午前6時（米国冬時間

午前7時））までに実行されなければ失効する注文です。 

 

発注後の注文の取消し 

口座情報パネルの タブから取消したい注文を選択し, ボタンをクリック。[注文

を取り消しますか？] → [了解] をクリックすると注文は取消されます。 
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逆指値注文（ストップ注文） 
現在値より高い価格での買い注文、または現在値より安い価格での売り注文を指定し、その指値価格に

達した時点で、買いまたは売りの注文が執行されます。逆指値注文は、現在の持高において損失を限定

し、利益を確保したいときなどに利用します。逆指値注文は取引通貨パネルから発注します。 

 

逆指値注文の入力 

使用するパネル 入力方法 

取引通貨パネル か 、または買値か売値のレートをクリックします。 

発注ダイアログボックス タブをクリックします。 

 数量: 数字を直接入力するか ボタンを使用して注文数量を指定します。 

 
トリガープライス: 数字を直接入力するか ボタンを使用して、買い注文

または売り注文を出すタイミングとなるトリガープライスを指定します。 

 トリガーポイント: 買値または売値のいずれかを選択します。 

 許容するスリッページ： ピップスにて設定して下さい。 

 有効期限のタイプ： GTC、GTD、DAYから選択します。※9ページ参照 

 ボタンをクリックすると、注文が送信されます。 

 

発注後の注文の取り消し → ８ﾍﾟｰｼﾞ参照 

                      

 

 

   

 

許 

 

取引通貨パネル 

トリガープライス 

有効期限のタイプ

 

トリガーポイント 

容するスリッページ 

許容するスリッページ 
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トレイリング・ストップ注文 
トレイリング・ストップ注文は、相場が上昇または下降した場合、より有利なレートで指値注文できる

よう、指値レートが自動修正される機能です。トレイリング・ストップ注文は取引通貨パネルから発注

します。 

 

トレイリング・ストップ注文の入力 

使用するパネル 入力方法 

取引通貨パネル か 、または買値か売値のレートをクリックします。 

発注ダイアログボックス 
タブをクリックします。 

 数量: 数字を直接入力するか ボタンを使用して注文数量を指定します。 

 
変動幅（現在のレートとストップレートの差）を 数字を直接入力するか ボタ

ンを使用して入力します。 

 トリガーポイント: 買値または売値のいずれかを選択します。 

 許容するスリッページ： ピップスにて設定して下さい。 

 有効期限のタイプ： GTC、GTD、DAYから選択します。※9ページ参照 

 ボタンをクリックすると、注文が送信されます。 

発注後の注文の取り消し → ８ﾍﾟｰｼﾞ参照 
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取引通貨パネルの独立表示機能 
インターバンク・ダイレクトでは、取引画面からの取引通貨パネルの分離が可能です。 

つまり、個々の通貨ペアの通貨パネルだけをデスクトップ上の好きな場所に配置できます。 

 

 

取引通貨パネルの分離方法 

分離させたい通貨ペアのレート上部で右クリックし、「取引通貨パネルから分離させます」を押します。 

             

 

取引通貨パネルへの戻し方 

通貨ペアのレート上部で右クリックし、「取引通貨パネルを元に戻す」を押します。 

 

 

→      

レート上部を右クリック 

レート上部を右クリック 
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チャートパネルからの取引 

チャート上を右クリックすると、現在値から上下のプライスで約定待ち注文を出すことができます。「買

い」または「売り」を選択すると発注用ダイアログボックスが表示されます。 

 

チャート画面からの指値注文・逆指値注文 

条件付注文発注用ダイアログボックスから、指値注文・逆指値注文を出すことができます。 

使用するパネル 入力方法 

チャート 

チャート上で、注文したいレートの場所で右クリックします。 

（売りか買いかいずれかを選び、 から選択します。 

発注ダイアログボックス または タブを押して選択します。 

 数字を直接入力するか ボタンを使用して、買い注文または売り注文を出したい

価格を指定します。 

 数量: 数字を直接入力するか ボタンを使用してまたは注文数量を指定します。 

 ボタンをクリックして注文を送信します。 

チャート

パネル 
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セクション 3 - より高度な取引 

「If Done」注文（IFD注文） 

新規注文と同時に、決済注文を出すことができます。 

IFDの入力 

使用するパネル 入力方法 

取引通貨パネル か 、または買値か売値のレートをクリックします。 

発注ダイアログボックス または タブをクリックします。 

 数量: 数字を直接入力するか ボタンを使用して注文数量を指定します。 

 
約定価格: 数字を直接入力するか ボタンを使用して、新規注文を出した

い価格を指定します。 

 有効期限のタイプ： GTC、GTD、DAYから選択します。※9ﾍﾟｰｼﾞ参照 

 損切りまたは利食いにチェックを入れ、決済したい価格を指定します。 

 ボタンをクリックすると、注文が送信されます。 

 

発注後の注文の取り消し → ８ﾍﾟｰｼﾞ参照 
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OCO 注文 

OCO（One Cancels the Other）注文 

2 つの注文を出しておいて片方の注文が成立したらもう片方を即座にキャンセルしたいときは、発注ダイ

アログボックスで タブを選択します。 

 

OCO 注文の入力 

使用するパネル 入力方法 

取引通貨パネル か 、または買値か売値のレートをクリックします。 

発注ダイアログボックス タブをクリックします。 

 数量: 数字を直接入力するか ボタンを使用して注文数量を指定します。 

 注文１：指値注文するレートを指定します。 

 注文２：逆指値注文するレート、トリガーポイント、スリッページを指定します。 

 有効期限のタイプ： GTC、GTD、DAYから選択します。※9ﾍﾟｰｼﾞ参照 

 ボタンをクリックすると、注文が送信されます。 

 

                

注文１（指値） 

注文２（逆指値） 
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OCO 注文とは 

 

 

発注後の注文の取り消し → ８ﾍﾟｰｼﾞ参照 
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セクション 4 – ポジションと口座の情報 

口座情報 

 

持高と口座の情報を表示するパネルには複数のタブがあります。それぞれのタブには、ユーザーの口座

に関するさまざまな情報が表示されます。 

 

ポジション 

タブのそれぞれの行には、ポジションごとにステータスが表示されます。 

項目 説明 

ポジションID ポジションに割り振られたIDです。 

通貨ペア そのポジションの通貨ペアです。 

取引数量 10,000または－10,000は1万通貨を表します。売りは赤字で表示されます。 

平均約定価格 通貨ペアの全持高を実行した平均レートです。 

決済損益 当日中に決済した同じ通貨ペアの取引の、確定済損益です。より見やすくする

ために、損益項目の表示色を好みに合わせて変更することも可能です。 

評価損益 手持ちのポジションの未決済の損益です。より見やすくするために、この損益

項目の表示色を好みに合わせて変更することも可能です。 

必要証拠金 持高を維持するために必要な証拠金です。 

 

 
このボタンを押すと、選択したポジションを成り行き決済します。 

※未決済のポジションのみ表示されます。 

 
手持ちのポジションに指値・逆指値・トレイリング・ストップ注文を出せます。 
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口座状況 

項目 説明 

口座残高 口座にある資金の総額 

有効証拠金 口座残高＋評価損益 

取引可能金額 口座残高＋評価損益－必要証拠金 
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持高/損益の強調表示機能 

持高と損益がマイナスの値になっている場合は、数字が赤い色で表示されます。 

 

口座情報パネル表示項目のドラッグ＆ドロップ機能 

口座情報パネルの表示項目すべてを、ドラッグ＆ドロップして好みに合わせて配置できるようになりま

した。通貨ペアや数量など、それぞれの表示項目の見出し部分をダブルクリックするとソート順を変更

できます。 

 

 

 

口座ステータスバー 

メイン画面の下部に、取引用口座のステータスが表示されます。 

 

 

 

 

このステータスバーには以下の情報が表示されます。 

 

有効証拠金 

接続状況/環境 
口座名 

証拠金使用率 

口座残高 
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ステータスバー項目 説明 

口座名 ユーザーの口座名が表示されます。 

口座残高 口座にある資金金額です。 

有効証拠金 口座残高に評価損益を差し引いた金額です。 

証拠金使用率 
全レバレッジコース共通で、証拠金使用率が100％に達した時点、また 

はそれを超えた時点で全てのポジションが成行注文で強制決済されます。 

 

※証拠金使用率（％）の計算式 

＝必要証拠金（すべてのポジションに係る証拠金）÷有効証拠金 

（口座残高＋評価損益） 

 

接続状況 「接続しました」、「接続が中断されました」、「再接続を試みています」

のいずれかが表示されます。 

環境 「製品版」、「デモ環境」、「ベータ版」のいずれかが表示されます。 
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ポジションの決済（成行注文） 

タブの をクリックすると、ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

ダイアログボックスには以下の項目が表示されます。 

 通貨ペア 

 現在のマーケットレート（リアルタイム更新） 

 売買区分（「売り」または「買い」） 

 注文を実行するレート（買値または売値） 

 数量 

 

[発注]ボタンで発注 

[取消]ボタンで決済注文を出さずにダイアログボックスを閉じます。 

発注 

数量 

決済注文(マーケット) 



 21 

ポジションの決済(指値、逆指値、トレイリング・ストップ注文) 

 

現在持っているポジションに指値・逆指値・トレイリング・ストップを設定できます。あらかじめ設定

されている数値は、前日の平均レートと現在のプライスです。 

タブの をクリックすると、ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

ダイアログボックスには以下の項目が表示

されます。 

 

●利食い（指値、トレイリング・ストップ） 

●損切り（トリガープライス、トリガーポイン

ト、許容するスリッページ） 

 

[発注]ボタンで発注 

[取消]ボタンをクリックすると、指値・逆指

値注文を出さずにダイアログボックスを閉

じます。 

 

【ご注意】 

利食いの場合→指値 

損切りの場合→逆指値を設定してください。 

 

また、下記のメッセージが表示された場合は、 

ご注文内容とメッセージ内容をよく 

ご確認のうえ「発注」ボタンをクリックして

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロテクト 

①結果は損失につながる可能性があります。 

このメッセージが表示された場合は、指値注文であっても、決済後の確定損益がマイナスとなります。 

②ご指定のレートで注文が直ぐに執行される可能性があります。このまま続けてもよろしいですか 

このメッセージが表示された場合は、指値または逆指値注文であっても、マーケットレートにて即時

約定します。 

③許容スリッページを超えてレートが変動した場合は、ストップが執行されませんのでご注意くださ

い。  

許容するスリッページを超えてレートが変動し、ストップロスが執行されなかった場合、 

1）そのまま損失が膨らみ続け、ロスカットとなることがあります。  

2）レートがスリッページ範囲内まで戻ったら、その時点でストップ注文が執行されます。 
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セクション 5 - チャート 

チャートパネル 

各種オプションや複数チャート表示機能、チャートテンプレートの使用方法などについて説明します。 

 

●通貨ペアをクリックすると、表示されるチャートの通貨ペアが変わります。 

●通貨ペアを右クリックして「新チャート」を押しても新しいチャートを表示できます。 

●チャートの最大表示数は4つです。 

●約定した注文は、買いは 売りは で表示されます。 

 
 
 
レイアウト 

4種類のレイアウトから選べます。 
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チャートで利用できる機能 

 

 

アイコン 名前 説明 

 
チャートスタイル 

使用するチャートのタイプを選択します。 

 四本値（OHLC: Open-High-Low-Close） 

 ローソク 

 3本値ブレイク 

 
表示時間間隔 

以下の時間間隔から選択します。 

 分単位（1 分、5 分、10 分、15 分、30 分） 

 時間単位（1 時間、2 時間、4 時間、6 時間、8 時間） 

 日次単位 

 週次単位 

 
チャートの範囲設定 

日付の範囲を指定してプライスの履歴データを照会できます。 

 
テクニカル分析 

今後のトレーディング戦略を方向づける際のベースになるように、履歴デ

ータに基づいて統計的な予測を行います。この種の分析では、過去の実績

をベースにすると将来の収益を予測することができるという考え方が前提

となります。30 種類におよぶさまざまなテクニカル分析が可能です。 

 
ラインスタディ 

チャートに線や図形を描くことにより、トレンドラインやサポートライン、

レジスタンスラインを視覚的にとらえることができます。13 種類におよ

ぶさまざまなラインスタディが可能です。 

 
拡大/縮小 

チャート表示を拡大/縮小するときに使用します。 

ショートカット - タイムスケール上でクリック＆ドラッグしても拡大/縮

小できます。 

 

チャートテンプレー

トの保存 

現在のチャートのレイアウトをテンプレートとして保存することができま

す。 

 

チャートテンプレー

トの取り込み 

保存しておいたチャートのレイアウトを読み込むときに使用します。 

 
カーソルスタイル 

 

 
チャートの印刷 
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チャートテンプレートの使用 

トレンドラインやテクニカル分析ラインを使用する際、単純移動平均やウィリアムズ%R など、特定のタイプ

の指標を好んで用いる場合が多々あります。新しくチャートを開くたびに手作業で指標ラインを追加する手間

を省くために、チャートのテンプレート（レイアウト）を保存しておき、それを読み込んで他のチャートで利

用することができます。 

 

１、テンプレートの保存 

１、テンプレートを保存するチャートのアイコン   をクリックするとダイアログボックスが表示されます。 

 

２、ファイル名を付けて、[保存]をクリックします。 

 

※保存できるのはテクニカル分析ラインとトレンドラインのみです。テクニカル分析ラインは数式に基づいて

自動生成されますので、他のチャートにも適用することが可能です。 

 

※トレンドラインについては、フリーハンドで描かれますので、特定の通貨ペアの特定の時間内のデータが保

存され、他の通貨ペアに読み込むことはできません。 

 

２、テンプレートの読み込み 

１、テンプレートを反映させたいチャートで、    アイコンをクリックします。次のようなダイアログボ

ックスが表示されます。 

 

２、読み込みたいテンプレートを選択し、[開く]をクリックします。 
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セクション 6 - 各種ツール 

ツールバー ここでは、ツールバーの機能と使用方法を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ファイル]メニュー 

 

●[パスワード変更] インターバンク・ダイレクト専用パスワードの変更ができます。 

●[終了] ログアウトします。 

 

 [編集]メニュー 

 

● [各種設定] 

チャートの表示設定、注文の約定・

取消の通知設定、音設定、取引数量・

注文の有効期限の設定が変更できま

す。 

 

●[表示設定]チャートの色設定を変

更できます。 

 

 

 

 

 

ツールバー 

 

※下図は各種設定の「初期注文設定」 
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[表示]メニュー 

 

●[選択]デザインを変更できます。Default、Rise And Shine、Sandstormの3つのテーマから選べます。 

ニュースとチャートの表示／非表示を選択できます。チェックの入った項目が表示されます。 

●[ニュース] - ニュース記事の詳細を表示します。 

●[個別ニュース] - ニュースの見出しを一覧表示します。 

口座情報の各項目の表示／非表示を選択できます。チェックの入った項目が表示されます。 

●[ポジション] – 現在のポジションを表示します。 

●[約定一覧]―約定した注文を表示します。 

●[発注済注文]―約定していない注文を表示します。 

●[レバレッジ]―レバレッジを表示します。 

●[決済ポジション]―決済した注文を表示します。 

●[ポジション概要]―通貨ペア毎に、買い／売りポジションの数量、評価損益、平均約定価格を表示します。 

        また、一括決済ができます。 

●[残高情報]―口座残高、有効証拠金、必要証拠金、ポジションの評価損益の合計を表示します。 
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[レイアウト]メニュー 

 

●[マイレイアウト] 保存しておいたレイアウトファイルを読み込むことができます。 

●[確定] 現在のレイアウトを固定することができます。 

●[保存] 現在のレイアウトを上書き保存します。 

●[名前を付けて保存] 現在のレイアウトにファイル名を付けて保存することができます。 

●[削除 レイアウト] 保存してあるレイアウトファイルを削除します。 

 

[ツール]メニュー 

 

●[取引通貨ペア設定]通貨ペアパネルに表示する通貨ペアを設定できます。 

●[経済指標カレンダー]経済指標カレンダーを別ウィンドウで表示します。 

●[ワンクリック取引モードを有効にする] ワンクリック取引モードを有効にすると、 または を押す

だけで、既定数量※での新規成行注文が発注されます。 

※既定数量は、編集の各種設定で調節できます。 

●[履歴表示]インターバンク・ダイレクトのアプリケーション履歴（ログイン・ログオフなど）や、操作履歴（発

注・約定など）の情報を表示できます 
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[レポート]メニュー 

 

 

● [取引履歴] 

指定した期間内の取引の記録を表示することができます。リアルタイムで更新されます。 

 

● [口座情報] 

入出金・損益・手数料など資金の増減の記録を表示します。リアルタイムで更新されます。 
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● [お客様報告書] 

口座の損益仕訳情報（損益、スワップポイント、手数料等）、取引履歴など総合的なレポートを表示すること

ができます。毎日 ロールオーバー時に更新されます（NY時間午後5 時（日本時間翌日午前6時（NY冬時

間の場合は午前7時）） 
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便利な使い方 

 

 

各レポート（取引履歴、口座情報、お客様報告書）の「ファイル」メニューから、 

レポートをＰＤＦまたはエクセルで保存することが出来ます。 

日々のお取引の集計をするのに大変便利な機能です。 

 

［入出金］メニュー お取引システム画面から会員ページにログインして、入出金のお手続きを行

えます。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ヘルプ]メニュー 

[バージョン情報]製品のバージョンを確認できます。 

                    

※ご注意 

会員ページにログインする際の

パスワードは初期ＰＷの数字６

桁です。お取引システムにログ

インする際のパスワードとは異

なります。 
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通貨ペアの表示について 

 

 

 

 

機能 説明 

A. 通貨ペア 当該通貨ペアタブでプライスが提示されているベース通貨と相対通貨を表示します。この例で

は、米ドル（ベース）の日本円（相対）に対するプライスが表示されています。 

B. 整数部 クオートするプライスの整数部分です。この下にピップ値が付きます。たとえば米ドル/円の

プライスが「94.676」の場合、「94」の部分が整数部になります。 

C. ピップ ピップ（PIP）は"Price Interest Point"の省略表記であり、通貨ペアの値動きの最小単位を表し

ます。たとえば米ドル/円のプライスが「94.676」の場合、「676」の部分がPIP です。 

このボタンをクリックすると、売買区分（「売り」または「買い」）と（[取引数量]フィール

ドに入力された）数量の両方があらかじめ設定されて、注文入力用ダイアログボックスが表示

されます。 

D. 端数ピップ ピップ値のさらに端数部分になります。通貨ペアのプライスは、場合によってはさらに正確な

レベルで、つまりピップ値よりもさらに細かくクオートすることがあります。たとえばユーロ

/米ドルの場合、一般的には少数点以下第4 位（例: 「1.2345」）までクオートされます。し

かし場合によっては「1.234567」のように、さらにもう1 桁か2 桁細かくクオートすること

があります。この場合、「67」の部分が端数ピップになります。 

E. 相場上下表示 最終更新時の相場の上下を表します。プライスが上昇すると緑色、下降すると赤になります。 

F. [X] 選択中の通貨ペアを通貨ペアパネルから削除します。 

G. 取引可能金額 表示されているプライスで1 回に取引できる上限数量が百万単位で表示されます。 

H. 売/買ボタン 売/買に使用するボタンです。[各種設定]でユーザーが定義した設定内容によって、[クイック

取引]か[注文作成]のいずれかのダイアログボックスが表示されます。いずれも売買区分（「売

り」または「買い」）と（[取引数量]フィールドに入力された）数量の両方があらかじめ設定

されています。[ワンクリック取引モードを有効にする]を選択している場合は、どちらかのボ

タンをクリックするとその数量の注文が瞬時に発注されます。 

I. 取引数量 取引数量を設定しておきます。この数量は、注文入力用ダイアログボックスにあらかじめ設定

されて表示される数量であり、また[ワンクリック取引モードを有効にする]を選択している場

合は瞬時に発注される数量になります。整数のみ入力でき、小数点以下は指定できません。シ

ョートカット数量も以下のように使用できます。 

 k = 数量 x 1,000 （例: 60k = 60,000） 

 m = 数量 x 1,000,000 （例: 3m = 3,000,000） 

J. 板 通貨ペア（ 等）をクリック、または通貨ペア上で右クリックし、Show MarketDepth 

を押すと表示されます。ベストレートの次に良いレートと数量を表示しています。Qty＝数量 

A 

B 

D 

C 

I 

G 

F 

E 

H 

J 

ＮＥＷ 
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ニュースパネル 

見出し一覧のニュースタイトルをクリックすると個別ニュースウィンドウに表示されます。 

 

見出し一覧 

個別ニュースウィンドウ 
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セクション 7 – ショートカットキーの使い方 

 

ワンクリック取引モードを有効にする 

クリックすると、ワンクリック取引モードが有効になります。ワンクリック取引モードを設定すると、 

ボタンを押すと即座に発注されます。 

 

 

 

 

取引通貨ペア設定 

 

通貨ペアパネルに表示する通貨ペアを設定できます。 

 

 経済指標カレンダー表示 

各種設定 セクション６をご参照下さい。 

 

レポート表示 

 [取引履歴]  指定した期間内の取引の記録を表示することができます。 

 [口座情報]    入出金・損益・手数料など資金の増減の記録を表示します。 

[お客様報告書] 総合的なレポートを表示することができます。 

 

 

チェックを入れると、決済注文でもワンクリックモードが有効となります。 
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